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次の問題の正解を a～ eのうちから一つを選びマークしなさい。

D－ 1 循環器疾患に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 豚の心内膜炎は、主に三尖弁に病巣を形成する。
B. 牛（ホルスタイン種）の心筋症は、拡張型心筋症がよく知られている。
C. 馬の寄生虫性動脈炎は、馬円虫に起因する。
D. 血管平滑筋腫は、牛の心臓に好発する腫瘍である。
E. 創傷性心膜炎は、線維素の析出が特徴的である。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

D－ 2 心臓疾患に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 創傷性心膜炎は尖体異物が第四胃を尖通することによって生じる。
B. 創傷性心膜炎の慢性化により肝臓のうっ血が生じる。
C. 牛の心内膜炎では主として僧帽弁に病巣が形成される。
D. 豚丹毒菌は豚の心内膜炎の原因となる。
E. 口蹄疫で急性の非化膿性心筋炎が観察される。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

D－ 3 牛のチェディアック・東症候群の変異遺伝子として正しいのはどれか。

a. Lyst

b. LBR

c. BTK

d. CLDN16

e. SLC4A1

D－ 4 血液および造血臓器疾患に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 牛のチェディアック・東症候群は常染色体性顕性（優性）遺伝疾患である。
B. 豚熱（豚コレラ）では脾臓の出血性梗塞が認められる。
C. 炭疽では血液凝固不全が生じる。
D. 馬ではペニシリンなどの薬剤投与に関連した免疫介在性血小板減少症が起こりやすい。
E. 牛の放線菌症は Actinobacillus lignieresiiを原因とする。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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D－ 5 造血器系疾患に関する正しい組合せはどれか。

a. ヒストプラズマ症   真菌   仮性菌糸
b. 炭疽     グラム陰性大桿菌   タール様血液
c. 伝染性ファブリキウス嚢病   標的は幼若 細胞   リンパ濾胞の壊死
d. ワラビ中毒    プタキロサイド   再生不良性貧血
e. クリプトスポリジウム   細菌   細胞内細胞質外寄生

D－ 6 貧血のみられる疾患とその主な発生機序に関する正しい組合せはどれか。

a. 白血病   造血障害
b. 牛のワラビ中毒   溶血
c. 銅中毒   造血障害
d. 鉄欠乏   溶血
e. レプトスピラ症   造血障害

D－ 7 肉芽腫性リンパ節炎がみられる疾患の正しい組合せはどれか。

A. ブルセラ症
B. レプトスピラ症
C. ヨーネ病
D. クロシエラ症
E. クリプトコックス症

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

D－ 8 豚サーコウイルス関連疾病に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 主な原因ウイルスは豚サーコウイルス１型である。
B. ブドウの房状の細胞質内封入体が認められる。　
C. 病変部では、顕著なマクロファージの浸潤が認められる。
D. 肉眼所見としてリンパ節の腫大が認められる。
E. リンパ節では、リンパ濾胞の過形成が認められる。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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D－ 9 牛伝染性リンパ腫（牛白血病）に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. レトロウイルス感染が腫瘍発生に関与する。
B. 感染牛の 80%が持続性リンパ球増多症を示す。
C. 組織学的には約 60%がびまん性大細胞型 B細胞リンパ腫である。
D. 腫瘍細胞は主に CD79陽性、CD3陰性、CD5陰性である。
E. アブなどの吸血により感染リンパ球が別の個体に持ち込まれ伝播する。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

D－ 10 馬多結節性肺線維症に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 馬ヘルペスウイルス 5型が原因である。
B. 若齢馬に好発する。
C. 肺の間質に膠原線維が増生する。
D. 浸潤細胞の大半は好酸球である。
E. 病変部のマクロファージに核内封入が認められることがある。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

D－ 11 呼吸器感染症に関する正しい組合せはどれか。

A. 牛 RSウイルス   パラミクソウイルス
B. 鶏伝染性気管支炎   ヘルペスウイルス
C. 牛のパラインフルエンザ   オルソミクソウイルス
D. 豚サイトメガロウイルス感染症   ヘルペスウイルス
E. ニパウイルス感染症   パラミクソウイルス

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

D－ 12 「疾病名－病変－原因」の正しい組合せはどれか。

A. 口蹄疫   びらん   ピコルナウイルス
B. 水疱性口内炎   水疱／丘疹   ラブドウイルス
C. 豚水疱病   水疱   ピコルナウイルス
D. 牛丘疹性口内炎   膿疱   ヘルペスウイルス
E. ブルータング   チアノーゼ   ブニヤウイルス　

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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D－ 13 馬の回腸血黒症に関する記述として最も適当なのはどれか。

a. 糞線虫が原因である。
b. リンパ管の拡張が主たる組織像である。
c. 粘膜に病変が形成される。
d. 臨床的意義はないことが多い。
e. 腸間膜付着側に病変が形成される。

D－ 14 ヨーネ病に関する記述として最も適当なのはどれか。

a. 牛では生後 30日以降に感受性が高くなる。
b. 潜伏期が長く、生涯無症状の保菌牛もいる。
c. 原因菌は腸粘膜の吸収上皮細胞に取り込まれる。
d. 腸粘膜では、乾酪壊死を伴う結節性肉芽腫が好発する。
e. 羊・山羊・シカでは、牛と比較して腸粘膜の肥厚が顕著である。

D－ 15 動物のウイルス性腸炎について正しい記述の組合せはどれか。

A. 牛のロタウイルス感染症では、結腸で重度の病変がみられる。
B. 牛疫では、消化管上皮細胞に合胞体形成や細胞質内・核内封入体がみられる。
C. 牛アデノウイルス感染症では、粘膜固有層や粘膜下組織の血管内皮細胞の核内に封入体が
みられる。

D. 豚の伝染性胃腸炎では、10～ 14日齢以下の子豚の致死率が 100%に達することがある。 
E. 牛ウイルス性下痢では、十二指腸が肉眼的に虎縞模様（ ）を呈することがある。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

D－ 16 ヒストモナス症に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 鶏では、感染初期にチアノーゼによって頭冠が暗紫色となる。
B. 肝臓に巣状壊死を起こす。
C. ヒストモナス原虫を含む鶏盲腸虫卵を経口摂取して感染する。
D. 偽膜性盲腸炎を起こす。
E. 七面鳥の感受性は低い。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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D－ 17 地方病性血尿症に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 日本でも発生がみられる。
B. 約 10％に膀胱腫瘍の発生がみられる。
C. 子牛に好発する。
D. 発生地域内での罹患率は高い。
E. 牛パピローマウイルスとの関連性が示唆されている。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

D－ 18 マメ科植物のヘアリーベッチによる中毒時に牛の腎臓でみられる病変はどれか。

a. 膜性腎症
b. 急性尿細管壊死
c. 尿細管間質性腎炎
d. 肉芽腫性腎炎
e. 腎乳頭壊死

D－ 19 ブルセラ症の流産胎子に好発する病変はどれか。

a. 腎盂腎炎
b. 髄膜脳炎
c. 気管支肺炎
d. 胃腸炎
e. 精巣炎

D－ 20 神経変性疾患と原因の正しい組合せはどれか。

A. スクレイピー   プリオン
B. GM1ガングリオシドーシス   CLN6遺伝子変異
C. スウェイバック   鉄欠乏
D. 灰白質脳軟化症   ビタミン B1欠乏
E. 鶏脳軟化症   ビタミン E欠乏

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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D－ 21 脳炎に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 日本脳炎やアメリカ馬脳炎の初期には好中球浸潤がみられる。
B. ボルナ病では、グリア細胞の核内に封入体がみられる。
C. 馬伝染性貧血では、脱髄性脳炎がみられる。  
D. 豚熱（豚コレラ）では、ミエリン低形成がみられる。
E. マエディ・ビスナでは、脳・脊髄に脱髄性炎症がみられる。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

D－ 22 神経組織の病変と疾病名の正しい組合せはどれか。

A. 中心性色質融解   鶏のニューカッスル病
B. 大脳皮質の壊死   牛の鉛中毒
C. 中心性色質融解   羊の銅欠乏症
D. 灰白質脳脊髄炎   豚エンテロウイルス性脳脊髄炎
E. 核内封入体を伴う血管炎   悪性カタル熱

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

D－ 23 ウイルス性脳炎に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 豚熱（豚コレラ）は胎生期感染により小脳症を引き起こす。
B. アカバネ病では、主に大脳皮質に脳炎像を認める。
C. オーエスキー病では、神経細胞に核内封入体を認める。
D. アメリカ東部馬脳炎では、初期病変として脱髄が生じる。
E. 鶏脳脊髄炎では、脊髄膨大部の腹角神経細胞に中心性色質融解がみられる。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

D－ 24 脳炎を起こすウイルスと疾患に関する正しい組合せはどれか。

a. レトロウイルス   日本脳炎
b. 牛パラミクソウイルス   伝染性鼻気管炎
c. コロナウイルス   血球凝集性脳脊髄炎ウイルス感染症
d. ピコルナウイルス   マエディ・ビスナ
e. ヘルペスウイルス   豚熱（豚コレラ）
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D－ 25 眼の疾患に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 牛では胎生期にビタミン Eが欠乏すると視神経管狭窄が起こり、盲目となる。
B. 牛では胎生期の牛ウイルス性下痢ウイルス感染により網膜異形成が生じる。
C. 牛伝染性角結膜炎はハエにより媒介されるため夏期での発生が多い。
D. 馬の間欠性ぶどう膜炎の原因として、レプトスピラ感染に伴い誘発される自己免疫が
疑われている。

E. マイボーム腺腫は馬に好発する。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

D－ 26 骨疾患に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 豚の先天性骨増殖症では軟骨内骨化の異常により骨髄腔に海綿骨が堆積する。
B. 牛のフェスクフットでは虚血性骨壊死が起こることがある。
C. 'Spider lamb' と呼ばれるタイプの羊の軟骨異形成症は線維芽細胞成長因子受容体 3の
遺伝子異常に起因する。

D. 肥大性骨症の初期には骨への血流増加がみられる。
E. 骨形成不全症の多くは常染色体性潜性（劣性）遺伝病である。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

D－ 27 骨疾患に関する正しい記述はどれか。

a. 牛のハイエナ病は破骨細胞機能低下による軟骨内骨化異常である。
b. 牛の軟骨異形成症は四肢・脊椎の短小・変形を特徴とする常染色体性潜性（劣性）遺
伝病である。

c. 牛のクル病ではセレン・ビタミン E欠乏により軟骨内骨化不全が生じる。
d. 馬のウォブラー症候群は脊柱の異常により腰髄が圧迫されることにより生じる。
e. 馬の骨軟骨腫症では成長板と連続した骨・軟骨の腫瘍性病変が多発する。

D－ 28 馬サルコイドに関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 肉眼的特徴から臨床的に、6つの型に分類される。
B. 4歳以下の若齢馬での発症が多い。
C. 牛パピローマウイルス１、2および 13が発症に関与する。
D. 転移が高頻度に認められる。

の増殖を主体とした腫瘍である。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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D－ 29 牛の乳頭腫様趾皮膚炎（乳頭状趾皮膚炎）に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 主に乳牛で発症する。
B. 無痛性の皮膚炎である。
C. 牛パピローマウイルス感染が表皮過形成の誘引となっている。
D. 劣悪な飼育環境など多数の因子が発症に関与する。
E. 表皮過形成に加えて、巣状のびらんや壊死、有棘細胞の風船様変性がみられる。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

D－ 30 馬の多毛症・多汗症の原因となる下垂体腫瘍として正しいのはどれか。

a. 副腎皮質刺激ホルモン産生腺腫
b. プロラクチン産生腺腫
c. 甲状腺刺激ホルモン産生腺腫
d. 性腺刺激ホルモン産生腺腫
e. メラニン細胞刺激ホルモン産生腺腫
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次の問題の正解を a～ eのうちから一つを選びマークしなさい。

C－ 1 犬と猫の心筋症に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 肥大型心筋症の組織学的特徴は、心筋線維の肥大・錯綜配列と間質の線維化である。
B. 猫の拡張型心筋症では、腹大動脈血栓塞栓症が頻繁にみられる。
C. 拘束型心筋症では、心内膜の肥厚による心室の閉塞がみられる
D. ラグドールには、ミオシン結合蛋白の変異による肥大型心筋症がみられる。
E. 犬の拡張型心筋症では、心筋線維が細長く波状構造をとる。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 2 ファロー四徴症に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 心室中隔欠損がみられる。
B. 大動脈弁ないし弁下部の狭窄がみられる。
C. 二次的な右心室の肥大がみられる。
D. 肺動脈騎乗がみられる。
E. 罹患動物ではチアノーゼや多血症がみられることが多い。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 3 血管およびリンパ管の腫瘍に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 血管腫は老齢犬に好発する。
B. 陰嚢血管過誤腫は猫でみられる。
C. 犬の血管肉腫は左心耳に好発する。
D. 猫腹部腹壁脈管肉腫はリンパ管内皮細胞に由来する。
E. PROX-1はリンパ管内皮細胞マーカーとして用いられる。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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C－ 4 犬の大動脈小体腫瘍に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 大動脈小体腫瘍は通常、機能性腫瘍である。
B. 頚動脈小体腫瘍とともに化学受容体腫瘍とも呼ばれる。
C. クロム親和性傍神経節細胞腫とも称される。
D. 心底部の大動脈基部に発生する。
E. 短頭犬種に好発する。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 5 犬および猫の胸腺に発生する腫瘍に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 胸腺腫は胸腺上皮とリンパ球由来の腫瘍である。
B. 胸腺腫では重症筋無力症や免疫介在性皮膚炎を併発することがある。
C. 胸腺腫は若齢動物に好発する。
D. 胸腺リンパ腫は猫に多く、犬では稀である。
E. 胸腺リンパ腫では胸水貯留がみられることがある。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 6 猫の鼻咽頭ポリープに関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 若齢猫における発生は稀である。
B. 鼓室包や耳管の粘膜から発生する。
C. 線毛上皮を含む。
D. 間質に慢性炎症が認められる。
E. 外耳に伸長することはない。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 7 犬の気管虚脱に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 若齢の大型犬種に多い。
B. 気管軟骨輪が背腹方向に扁平化する。 
C. 気管膜性部が弛緩する。
D. 気管軟骨に軟骨細胞が減少した巣状病変がみられる。
E. 反回神経の異常を原因とする。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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C－ 8 び漫性肺胞傷害の急性期の組織学的特徴に関する正しい組合せはどれか。

A. 肺胞水腫
B. 間質線維増生
C. Ⅱ型肺胞上皮の細胞過形成
D. 硝子膜形成
E. 肺胞壁毛細血管のうっ血

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 9 歯原性腫瘍および増殖性疾患に関する正しい記述はどれか。

a. 犬の有棘細胞腫性エナメル上皮腫では、胞巣中心部の腫瘍細胞は有棘細胞に類似する。
b. エナメル上皮線維腫では、エナメル質と象牙質の形成が認められる。
c. アミロイド産生性歯原性腫瘍では、形成された象牙質に接するようにアミロイドが沈
着する。

d. 猫の誘導性歯原性腫瘍では、誘導能を持った歯原性上皮が象牙質とセメント質を形成
する。

e. 歯周靭帯由来線維腫性エプリスは、遺残歯原性上皮細胞の増殖を主体とする。

C－ 10 消化管腫瘍に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. ジャック・ラッセル・テリア犬で APC（adenomatous polyposis coli）遺伝子変異による
家族性腺腫性ポリポーシスの発生が報告されている。

B. 胃の印環細胞癌は細胞質内の脂肪滴の貯留を特徴とする。
C. 猫の肥満細胞腫はトルイジン青染色で異染性を欠くことが多い。
D. 大型顆粒性リンパ腫は Pax5に対する免疫染色に陽性を示す。
E. カルチノイド腫瘍の細胞質内顆粒はグリメリウス染色で黒褐色を示す。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 11 犬伝染性肝炎に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 犬アデノウイルス 2型の感染を原因とする。
B. 小葉中心性の肝細胞壊死を特徴とする。
C. 肝細胞、クッパー細胞および類洞内皮細胞に細胞質内封入体が認められる。
D. 胆嚢壁の水腫性肥厚をきたす。
E. 回復期には角膜水腫およびブドウ膜炎が出現する。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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C－ 12 糸球体病変を表す用語に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 管内性（細胞）増殖とは、血管内皮細胞の腫大やメサンギウム細胞の増殖を特徴とし、
炎症細胞の浸潤を伴わない。

B. 硬化とは、メサンギウム基質や基底膜物質の凝集による線維性物質の増加病変である。
C. 分節性とは、病変が糸球体の一部に限局している場合である。
D. 富核とは、細胞の種類に関係なく、糸球体内の細胞が増加している状態である。
E. 硝子化とは、膠原線維からなる病変で、PAS反応陰性である。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 13 犬の膀胱炎に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. シクロホスファミドは非細菌性（無菌性）出血性膀胱炎の原因となる。
B. 気腫性膀胱炎の原因は結石による物理的刺激である。
C. 膀胱炎の原因菌には直腸細菌叢由来のものが多い。
D. 好酸球性膀胱炎では、移行上皮内に原虫のシゾントがみられる。
E. 濾胞性膀胱炎では、粘膜にリンパ濾胞からなる灰白色結節が散在する。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 14 尿路結石に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. シスチン結石の形成は雄だけである。
B. キサンチン結石はモリブデンの欠乏により形成される。
C. シリカ結石は雄犬の膀胱や尿道でみられる。
D. 尿酸塩結石は犬よりも猫に多くみられる。
E. シュウ酸塩結石は犬では雄より雌で発生が多い。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 15 不凍液や保冷剤に含まれるエチレングリコールの経口摂取により生じる腎病変として正しい
のはどれか。

a. 近位尿細管へのヘモジデリンの沈着
b. 尿酸塩沈着を伴う肉芽腫性腎炎
c. 腎乳頭壊死
d. シュウ酸塩沈着を伴う尿細管傷害
e. 尿細管上皮の核腫大や間質の線維化



‒ 47 ‒

C－ 16 犬の尿路上皮癌において高率に変異が認められる遺伝子はどれか。

a. PLA2G6

b. KIT

c. BRAF

d. PKD1

e. ASPA

C－ 17 生殖器の先天異常に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 三毛猫の雄では精巣低形成がみられる。
B. 傍前立腺嚢胞はウォルフ管の遺残により生じる。
C. 中腎傍管の発達や融合の異常は子宮の奇形を引き起こす。
D. 卵精巣は仮性半陰陽で認められる。
E. 外科的に避妊されたにもかかわらず、発情徴候がみられる場合は、卵巣の重複発生が
推察される。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 18 犬および猫の子宮・卵巣病変に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 犬の子宮蓄膿症では、嚢胞性子宮内膜過形成を伴うことが多い。
B. 犬の腺筋症は子宮内膜の過形成を伴う平滑筋の内膜での増生をさす。
C. 子宮内膜ポリープは犬や猫でよくみられる。
D. 卵巣の封入嚢胞は無排卵のグラーフ卵胞に由来する。
E. 犬の子宮平滑筋腫は卵巣摘出により縮小することがある。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 19 胚細胞腫瘍の正しい組合せはどれか。

A. 奇形腫
B. 卵黄嚢癌
C. 精上皮腫
D. 莢膜細胞腫
E. 間細胞腫

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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C－ 20 犬のセルトリ細胞腫に関連する病態に関する正しい組合せはどれか。

A. 骨髄過形成
B. 対側の精巣萎縮
C. 前立腺の扁平上皮化生
D. 脱毛症
E. 肛門周囲腺過形成

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 21 膠芽腫に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 最も悪性度の高い星状膠細胞の腫瘍である。
B. 腫瘍細胞の核周囲にハローが形成される。
C. 神経細胞への分化を伴う。
D. 糸球体様の血管増生がみられる。
E. 壊死巣周囲に偽柵状配列がみられる。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 22 ガングリオシドーシスに関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 電顕的に神経細胞内に同心円状膜様構造物が多数観察される。
B. 常染色体性顕性（優性）遺伝病である。
C. GM1ガングリオシドーシスはβ の欠損に起因する。
D. GM2ガングリオシドーシスは の欠損に起因する。
E. 蓄積物質は脂肪染色に陽性を示す。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 23 犬の肉芽腫性髄膜脳脊髄炎に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 原因不明の非化膿性脳炎である。
B. 病変は大脳皮質の血管周囲に主座する。
C. パグ犬に好発する。
D. 類上皮化したマクロファージが肉芽腫性病変を形成する。
E. 浸潤するリンパ球は CD3陽性細胞が主体である。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E



‒ 49 ‒

C－ 24 神経系の胎子性腫瘍に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 胎子性腫瘍には神経外胚葉由来以外の未分化腫瘍も含まれる。
B. 髄芽腫と原始神経外胚葉性腫瘍（PNET）は基本的に同様の組織形態を示す。
C. 髄芽腫では、 およびFlexner-Wintersteiner様のロゼット構造が認められる。
D. 髄芽腫は中脳から発生すると考えられている。
E. 神経芽細胞腫は免疫染色において膠細胞マーカー陽性を示す。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 25 眼の先天異常に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. コリーアイ（コリー眼異常）はコロボーマの一種である。
B. 単眼症は眼杯形成時の傷害に伴う眼の不完全分離である。
C. 瞳孔膜遺残は水晶体後面の糸状の膜構造として観察される。
D. 猫では胎生期のパルボウイルス感染により、網膜異形成がみられる。
E. 類皮腫は角膜あるいは結膜における皮膚組織への分化を示す分離腫である。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 26 網膜剥離において解離する部位として正しいのはどれか。

a. 脈絡膜と網膜色素上皮層の間
b. 網膜色素上皮層と杆体錐体層の間
c. 杆体錐体層と外顆粒層の間
d. 外網状層と内顆粒層の間
e. 内網状層と網膜神経節細胞層の間

C－ 27 骨格筋の病変に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 空胞変性は拡張した小胞体および T管系によるものである。
B. 筋線維の再生において、筋衛星細胞は線維芽細胞を経て、再生筋線維となる。
C. 骨格筋の壊死には分節状壊死と全壊死がある。
D. 筋線維の壊死が高度になると、ヘモグロビン尿による急性腎不全が生じる。
E. 犬の咀嚼筋筋炎は免疫介在性筋炎である。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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C－ 28 レッグ・カルベ・ペルセス病に関する正しい記述はどれか。

a. 四肢長管骨骨幹端での発生が多い。
b. 大型犬種に好発する。
c. 老齢犬での発生が多い。
d. 乏血性骨壊死がみられる。
e. 常染色体性顕性（優性）遺伝病とされる。

C－ 29 骨疾患とその主な原因の正しい組合せはどれか。

A. 肥大性骨症   肺腫瘍
B. 骨粗鬆症   カルシウム欠乏
C. 骨形成不全症   Ⅰ型コラーゲン遺伝子変異
D. 骨軟化症   上皮小体機能亢進
E. 線維性骨異栄養症   甲状腺機能亢進

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

C－ 30 犬の落葉状天疱瘡に関する正しい記述の組合せはどれか。 

A. 犬では紅斑性天疱瘡に次いで多いタイプの天疱瘡である。
B. デスモコリンやデスモグレインに対する自己抗体が病変形成に関与する。
C. 基底層直上で表皮層が離開し、水疱が形成される。 
D. 表皮や毛包における表層性膿疱性皮膚炎を特徴とする。
E. 病変領域では棘融解細胞が観察される。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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次の問題の正解を a～ eのうちから一つを選びマークしなさい。

E－ 1 実験動物における心臓病変とその原因の正しい組合せはどれか。

A. 心筋細胞の水腫変性   ドキソルビシン　
B. 心筋炎    プラスモシド
C. 心筋梗塞    イソプロテレノール
D. 心筋細胞の肥大   カリウム欠乏
E. 心筋細胞の脂肪変性   エルカ酸 

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

E－ 2 血管およびリンパ管に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. リンパ管マーカーとして LYVE-1やポドプラニンが用いられる。
B. 動脈中膜における石灰沈着は老齢の雌ラットで認められることが多い。
C. 動脈中膜の肥大は、一般的に高血圧の指標となる組織変化である。
D. 血管アミロイド症はラットでは、自然発症性に認められる。
E. 動脈塞栓症は老齢ラットに好発し、腎臓では梗塞に伴って観察される。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

E－ 3 心筋壊死に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 心筋壊死は形態学的特徴から凝固壊死と収縮帯壊死に大別される。
B. 壊死に陥った壊死組織では、ミオグロビンの発現が亢進する。
C. 心拍数増加による心筋壊死は犬およびサルでは右心室壁に生じることが多い。
D. 薬物の直接傷害による心筋壊死では炎症性細胞浸潤、出血および線維化を伴う多彩な
像がみられる。

E. 標本辺縁部では切り出し時などのアーティファクトとして心筋壊死類似の像が認めら
れることがある。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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E－ 4 ラットの多発性動脈炎に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. テストステロンで誘発される。
B. 腸間膜、膵臓などの動脈に好発する。
C. 壊死性肝動脈症と併発する。 
D. 雌より雄で多くみられる。
E. 中小の筋型動脈に発生する。 

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

E－ 5 大顆粒リンパ球性白血病（LGL白血病）が好発する動物として最も適当なのはどれか。

a. ICRマウス
ラット

c. SDラット
d. Wistarラット
e. B6C3F1マウス

E－ 6 造血および血液毒性に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 多能性造血幹細胞は、骨髄系幹細胞とリンパ系幹細胞に大別される。
B. 鉄欠乏では大球性の貧血を呈する。
C. 赤血球の寿命は動物の体が小さいほど短い傾向がある。
D. ヘモグロビンの 3価鉄が 2価鉄に変化しメトヘモグロビンとなる。
E. 溶血性貧血では間接ビリルビンが増加する。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

E－ 7 脾臓でみられる変化に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. ビーグル犬の結節性増生の多くは、リンパ腫に進行する。
B. ガムナ・ガンディー結節では、被膜や脾柱、動脈壁にヘモジデリンやカルシウムの沈
着が認められる。

C. げっ歯類では、加齢に伴いヘモジデリン、リポフスチンやセロイドが赤脾髄に沈着する。
D. レトロウイルスに感染したマカク属サルでは、感染初期にリンパ濾胞の過形成がみら
れる。

E. ヌードマウスの白脾髄では、濾胞および動脈周囲リンパ鞘ともに縮小している。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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E－ 8 雄の F344ラットの体腔、陰嚢や精索に好発する腫瘍はどれか。

a. 脂肪肉腫
b. 血管肉腫
c. 中皮腫
d. 組織球肉腫
e. 線維肉腫

E－ 9 上部気道に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. ラットの鼻腔の前庭は扁平上皮で覆われる。
B. 鼻腔嗅上皮の嗅細胞の軸索は嗅球に達する。
C. 嗅上皮には薬物代謝酵素が豊富に含まれている。
D. ラットの気管の粘膜は単層立方上皮で覆われる。
E. 喉頭蓋は多列線毛上皮で覆われる。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

E－ 10 肺に線維化を誘発する化学物質はどれか。

a. インドメタシン
b. ドキソルビシン
c. ゲンタマイシン
d. 四塩化炭素
e. ブレオマイシン

E－ 11 中皮に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 頭蓋腔、心嚢腔、陰嚢腔は中皮で覆われている。
B. 中皮細胞はビメンチンに加えてサイトケラチンの発現がある。
C. 中皮細胞は微絨毛が発達している。
D. グリコサミノグリカンを分泌する。
E. 発生学的に内胚葉に由来する。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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E－ 12 腺胃の腸上皮化生に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 扁平上皮細胞が出現することがある。
B. 杯細胞が出現することがある。
C. パネート細胞が出現することがある。
D. 増殖帯細胞が本来の分化の方向性を失うことで生じるとされている。
E. 直接的な前癌病変と考えられている。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

E－ 13 肝臓で主に小葉周辺帯壊死を誘発する物質はどれか。

a. アセトアミノフェン
b. 四塩化炭素
c. 硫酸鉄
d. ブロモベンゼン
e. チオアセタミド

E－ 14 消化管ホルモン・産生細胞・作用の正しい組合せはどれか。

A. ガストリン   G細胞   胃酸・ペプシン分泌促進
B. GLP-1   L細胞   胆汁酸分泌抑制
C. セクレチン   S細胞   膵液・胃粘膜 HCO3-分泌促進
D. ソマトスタチン   M細胞   胃酸・膵液分泌抑制　
E. サブスタンス P   EC細胞   胃液・膵液分泌抑制

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

E－ 15 変異肝細胞巣に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 好塩基性変異肝細胞巣は、その染色状態により虎斑状型とびまん性型に分類される。
B. 好酸性変異肝細胞巣の細胞質はグリコーゲンや滑面小胞体に富む。
C. 両染性変異肝細胞巣は、細胞質内のミトコンドリアや粗面小胞体の増加を伴う。
D. 明細胞性変異肝細胞巣は、細胞質内に多量の脂肪滴を含む。
E. 変異肝細胞巣の自然発生率はマウスで高く、24ヵ月齢でほぼ 100%近くに達する。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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E－ 16 核酸医薬品の毒性試験において、腎臓で核酸の蓄積が最も多く認められる細胞はどれか。

a. 糸球体上皮細胞
b. 集合管上皮細胞
c. 近位尿細管上皮細胞
d. メサンギウム細胞
e. 遠位尿細管上皮細胞

E－ 17 α2u-グロブリン腎症に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 発生は雄のマウスに特異的である。
B. 近位尿細管上皮にエオジン好性で PAS染色陰性の大小の顆粒状物がみられる。
C. α2u-グロブリンは粗面小胞体内に蓄積する。
D. 薬剤誘発性α2u-グロブリン腎症はヒトには外挿されない。
E. α2u-グロブリンはアンドロゲン制御下で肝で合成される。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

E－ 18 尿細管の病変に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. 虚血性尿細管壊死はヘンレの太い部分（太脚）や近位尿細管での感受性が高い。
B. 中毒性尿細管壊死は遠位尿細管に生じることが多い。
C. 鉛中毒では近位尿細管上皮細胞の核内に好酸性封入体が形成される。
D. 尿細管内に炎症細胞が貯留しているものを細胞性円柱という。
E. リポフスチン沈着は近位から遠位尿細管にみられる。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

E－ 19 精巣毒性に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. セルトリ細胞は精上皮が変性・壊死した場合、貪食像をしめす。
B. 精細管内でみられる多核巨細胞は、マクロファージに由来する異物巨細胞であること
が多い。

C. セルトリ細胞の細胞質に滑面小胞体の拡張による空胞化がみられることがある。
D. SDラットでは F344ラットに比べて、加齢によって間細胞過形成が高率に発生する。
E. ドーパミン関連物質やエストロジェンはラット精巣に精上皮細胞の変性・萎縮を生じ
させる。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E



‒ 56 ‒

E－ 20 精巣毒性物質とその標的細胞に関する正しい組合せはどれか。

A. シクロホスファミド     精祖細胞
B. エチレングリコールモノメチルエーテル   精母細胞
C. フタル酸エステル     セルトリ細胞
D. エタンジメタンスルホン酸    セルトリ細胞
E. 1,3-ジニトロベンゼン    ライディッヒ細胞

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

E－ 21 卵巣毒性を誘発する化学物質と病変の正しい組合せはどれか。

A. シスプラチン   卵胞数減少
B. インドメタシン   黄体化卵胞
C. プロゲステロン受容体阻害剤   黄体化嚢胞
D. ドパミン D2アゴニスト   黄体の肥大
E. アナストラゾール   透明帯菲薄化

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

E－ 22 神経病変とその定義に関する正しい組合せはどれか。

A. 色質融解   神経細胞内の粗面小胞体であるニッスル小体の消失
B. 神経食現象    変性・壊死に陥った神経細胞の周囲に星状膠細胞が集簇する現象
C. 脱髄   中枢神経系では希突起膠細胞の変性・壊死により惹起される
D. グリオーシス   ミクログリアが細胞質の腫大を伴って増殖した状態
E. ダークニューロン    神経細胞の核・細胞質の矮小化・濃染として認められるアーティ

ファクト

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

E－ 23 神経毒性を有する化学物質と関連病変の正しい組合せはどれか。

A. アクリルアミド   近位軸索変性症
B. メチル水銀   神経細胞壊死
C. トリエチルスズ   脱髄
D. 鉛   血管障害
E. トリメチルスズ   遠位軸索変性症

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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E－ 24 神経病理学で用いられる特殊染色あるいは免疫染色に関する正しい組合せはどれか。

A. ニューロン   Bodian染色
B. 希突起膠細胞   Iba1
C. 星状膠細胞   GFAP
D. 小膠細胞   染色
E. 髄鞘   Klüver-Barrera染色

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

E－ 25 甲状腺の病変に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. フェノバルビタールは肝臓での甲状腺ホルモンの分解を亢進し、濾胞上皮細胞の過形
成を誘発する。

B. 過塩素酸塩は甲状腺ホルモンの分泌を阻害する。
C. リチウムは濾胞上皮によるヨウ素の取込みを阻害する。
D. ミノサイクリン投与により濾胞上皮細胞に褐色色素が沈着する。
E. ラットでは、加齢性変化として傍濾胞細胞の過形成がみられる。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

E－ 26 眼病変を誘発する化学物質と傷害部位に関する正しい組合せはどれか。

A. カイニン酸   角膜
B. ストレプトゾトシン   水晶体
C. クロロキン   網膜色素上皮細胞層
D. メチル化ニトロソ尿素   網膜外顆粒層
E. ジチゾン    網膜神経節細胞層

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E
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E－ 27 げっ歯類の内分泌器官の加齢性変化に関する正しい記述はどれか。

a. 下垂体前葉の過形成および腺腫はラットよりもマウスで発現数が多い。
b. 慢性進行性腎症に続発する上皮小体の過形成が老齢ラットでしばしば認められる。
c. 副腎の被膜下細胞過形成は老齢ラットで高頻度に認められる。
d. 副腎の被膜下細胞過形成は腫瘍化することはない。
e. ラ氏島の出血から始まる線維化は老齢マウスで高頻度にみられる

E－ 28 骨格筋の毒性変化に関する正しい記述の組合せはどれか。

A. HMG-CoA還元酵素阻害薬の投与により筋線維の壊死が起こる。
B. 筋線維の群萎縮は被験物質の骨格筋細胞に対する直接刺激により生じる。
C. 傷害を受けた筋組織内に筋鞘や筋衛星細胞が残存する場合には骨格筋線維の再生がみ
られる。

D. 全身性のリン脂質症でみられる筋線維の空胞は筋小胞体および T管の拡張によるもの
である。

E. 成長ホルモン投与により筋線維の肥大が誘発される。

a. A, B, C b. A, C, E c. A, D, E d. B, C, D e. B, D, E

E－ 29 軟骨に対して毒性を示すものはどれか。

a. キノロン系抗菌剤 
b. アルミニウム
c. エストロジェン
d. パラソルモン
e. ビスホスホネート剤

E－ 30 骨の毒性病変に関する正しい記述はどれか。

a. フッ素中毒では過剰な骨芽細胞の増殖がみられる。
b. カドミウムは腎毒性を介してのみ骨毒性を惹起する。
c. 過剰なビタミン Aは骨端閉鎖遅延を誘発する。
d. ビタミン E過剰症では骨基質の増加がみられる。
e. 鉛中毒では骨芽細胞の活性が低下する。
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